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廃棄物顆粒体の製造条件に応じて物理・化学特性の異なる 6 種の顆粒体を適用したシステム案の優劣を、

安全性、経済性、環境負荷低減効果の観点から比較評価したところ、600℃でか焼した顆粒体を用いた柔軟

な廃棄物管理システムが優れていることがわかった。 
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1. 緒言 現行再処理廃液をか焼・顆粒化して将来 MA 分離変換技術が確立するまで貯蔵する柔軟な廃棄物

管理法の実用化開発を進めている。顆粒体製造時のか焼温度は、主な MA の酸化安定化がなされる 300℃

から、廃液乾固物のほとんどが酸化物化する 900℃の範囲での設定を検討しているが、顆粒体の酸化物/硝

酸塩比は、製造、保管、分離工程前の再廃液化といったシステム全体にわたって影響を及ぼす。これまで

に、か焼温度を 300℃(硝酸イオン約 40wt%)、600℃(同約 29wt%)、900℃(同約 0.1wt%以下)とした模擬顆粒

体及びそれをプレスした模擬高密度顆粒体の計 6 種の製造条件の異なる顆粒体の適用性について、製造容

易性、製造時 Ru 揮発、製造時有機物分解、再溶解性の観点からその成立性を評価した[1,2]。本報告では、

これらの顆粒体を適用した各システム案の安全性、経済性、および環境負荷低減効果の比較評価を行い、

優れた全体システムを実現するための顆粒体製造条件の絞り込みを行った。 

2.各システム案の比較評価結果 各顆粒体候補を適用したシステムの優劣について検討した。安全性は、

一定の高い水準の安全確保が前提として求められる成立性評価を参照し〇×で評価した。経済性と環境負

荷低減効果は、各システム案のうちからベースとなるケースを設定してそれに対して他のシステム案で必

要となる追加設備やその開発期間について検討し、ベースと同等のものは〇を付した。このとき、環境負

荷低減効果の向上には、早期の顆粒化設備導入によって現行再処理稼動期間に生成する廃液のうちなるべ

く多くを分離変換技術に繋げることが有効となるため、本システムの導入判断時期の遅延に繋がる装置等

の開発期間を抽出した。なお、本研究の目標となる環境負荷低減がコストより優先の重要指標となる。 

検討の結果、300℃か焼を

採用したシステムでは、可

燃性物質が貯蔵時に残留

する可能性があるため、か

焼前廃液からの有機物除

去装置の開発が必要であ

ること、900℃か焼を採用

したシステムでは廃液か

焼時の耐腐食炉心管材の

開発が必要となることな

ど(表 1)がわかった。これ

らの結果から、600℃か焼

を採用した 2 つのシステ

ム案を有力候補として開

発を進めることとした。 
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300℃
か焼

顆粒体 ○
廃液からの
有機物除去
装置の開発

廃液からの
有機物除去

装置

貯蔵時の可燃物質残留防止のため顆粒体製造前廃液中の
有機物除去装置の開発期間確保が必要。システム導入遅
れにより、現行再処理稼動期間に対し分離変換につなげ
られる廃液の割合が低下。

高密度
顆粒体

○
廃液からの
有機物除去
装置の開発

廃液からの
有機物除去

装置

貯蔵時の可燃物質残留防止のため顆粒体製造前廃液中の
有機物除去装置の開発期間確保が必要。システム導入遅
れにより、現行再処理稼動期間に対し分離変換につなげ
られる廃液の割合が低下。

600℃
か焼

顆粒体 ○ ○ ○
すべての要素技術項目においてベース評価もしくはベー
ス評価と同等

高密度
顆粒体

○ ○ ○
すべての要素技術項目においてベース評価もしくはベー
ス評価と同等

900℃
か焼

顆粒体 ○
耐腐食炉心
管材の開発

残渣溶解時
アルカリ溶解

設備

顆粒体製造時の炉心管材にニッケル系合金の選定・確認
が必要であり、システム導入遅れにより、分離変換につ
なげられる廃液の割合が低下。
再溶解時に高温のアルカリ溶融設備の追加が必要。

高密度
顆粒体

○
耐腐食炉心
管材の開発

残渣溶解時
アルカリ溶解

設備

顆粒体製造時の炉心管材にニッケル系合金の選定・確認
が必要であり、システム導入遅れにより、分離変換につ
なげられる廃液の割合が低下。
再溶解時に高温のアルカリ溶融設備の追加が必要。
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